


消化器内科外来カウンターへご提出ください。

１．帯状疱疹とは
・身体の左右どちらかに、痛みと水ぶくれが起きます。
・水痘・帯状疱疹ウイルスによって引き起こされます。
・まずチクチク、ピリピリといった痛みが先行して起きる方が
多く、続いて皮膚症状が出てくる方が多いです。
背中や腰などはご自身での確認が難しいので家族などに
見てもらいましょう。
・発症部位は上肢～胸背部が３割で多く、腹背部が２割強、
頭部・顔面と腰臀部～下肢が2割弱で、全身どこでもでます。
・水ぶくれや発疹が帯状に出ることが多く、帯状疱疹といいます。
・通常は生涯に1 度しか発症しませんが、免疫が低下している
患者さんは再発することがあります。

２．起きやすい条件
・帯状疱疹を発症する一番の原因は「免疫力の低下」
50歳以上の方、疲労、ストレス、季節の変わり目、
免疫抑制剤や抗がん剤を使用したことによる免疫低下など

3.対処方法
・皮膚症状が出たら、なるべく早く皮膚科にかかりましょう。
抗ウイルス薬は早めに内服する方が効果がでます。
・水痘ワクチン接種をするのも一案
・痛みが引かない場合はペインクリニックなどへの相談も一案
痛みがある場合は冷やさず、温めるのが効果的です。

４．予防策
・免疫力を低下させないように、十分な睡眠を取りましょう。
・バランスのとれた食事を心掛けましょう。

【参考ページ】①https://taijouhoushin.jp/

②https://www.maruho.co.jp/kanja/taijouhoushin/about.html


